









































































































い」の 4件法で尋ね、 1～ 4点を与えた。
3 ）心理変数













































は χ2 検定、連続データの 2群間の差の検定には t 検定を
行った。なお、共食頻度については、平日、休日とも各 2
群に分類して分析を行った（平日共食頻度：「週 3～ 5
回」（「週に 5回」「週に 3～ 4回」）と「週 0～ 2回」（「週
に 1～ 2回」「週に 0回」「昼食を食べる習慣がない」）、休
























学は 2～ 4回生を含み、 2回生が49％と最も多く、一方、





























ていないが、週に 5回が16.9％、週 3～ 4回が36.0％、週
1～ 2回が36.0％、週に 0回が11.2％であり、週に 1回以
上誰かと共に食事をしている割合は88.8％であった。この
共食頻度を 2群に分類すると、表 3のように共食頻度が週

























n （％） n （％） n （％） p値
性別 男性 35 （39.3） 29 （47.5） 6 （21.4） 0.019
女性 54 （60.7） 32 （52.5） 22 （78.6）
学年 2回生 55 （61.8） 30 （49.2） 25 （89.3） 0.001
3 回生 22 （24.7） 19 （31.1） 3 （10.7）
4 回生 12 （13.5） 12 （19.7） 0 （  0.0）
居住形態 同居者あり 62 （69.7） 41 （67.2） 21 （75.0） 0.458
一人暮らし 27 （30.3） 20 （32.8） 7 （25.0）
部活・サークル 所属 59 （66.3） 39 （63.9） 20 （71.4） 0.487
無所属 30 （33.7） 22 （36.1） 8 （28.6）
アルバイト あり 68 （77.3） 46 （76.7） 22 （78.6） 0.843
なし 20 （22.7） 14 （23.3） 6 （21.4）
注）無回答を除いて算出した
表 3 　共食頻度、および性別・居住形態・大学別の共食頻度の違い （n＝89）
平日の共食頻度 休日の共食頻度
週 3～ 5回 週 0～ 2回 週 1～ 2回 週 0回
n （％） n （％） p値 n （％） n （％） p値
全体 47 （52.8） 42 （47.2） 62 （69.7） 27 （30.3）
性別 男性 17 （48.6） 18 （51.4） 0.519 27 （77.1） 8 （22.9） 0.217
女性 30 （55.6） 24 （44.4） 35 （64.8） 19 （35.2）
居住形態 同居者あり 32 （51.6） 30 （48.4） 0.732 46 （74.2） 16 （25.8） 0.159
一人暮らし 15 （55.6） 12 （44.4） 16 （59.3） 11 （40.7）
大学 A大学 28 （45.9） 33 （54.1） 0.054 46 （75.4） 15 （24.6） 0.082








不機嫌 怒　り 不　安 抑うつ気分 無気力
平日 週 3～ 5回 34.85 21.41 4.26 2.06 5.91 6.80 2.23
（8.55） （14.01） （3.21） （2.13） （4.06） （5.72） （1.87）
週 0～ 2回 40.50 19.18 3.61 2.64 5.64 4.80 2.36
（10.33） （14.77） （2.79） （2.77） （4.80） （4.84） （2.35）
p 値 0.006 0.473 0.320 0.269 0.776 0.081 0.784
休日 週 1～ 2回 35.31 19.15 3.63 2.29 5.35 5.64 2.16
（8.15） （14.09） （2.52） （2.51） （4.28） （5.47） （1.99）
週 0回 42.46 23.36 4.73 2.44 6.81 6.38 2.59
（11.48） （14.76） （3.92） （2.38） （4.61） （5.25） （2.34）
p 値 0.001 0.218 0.194 0.787 0.159 0.558 0.375
注 1 ）t 検定
注 2）各得点の上段の数値は平均値、下段の（　）内は標準偏差を示す





L10 誰かと共に昼食をとることは大学生活の充実において重要だ 0.826 －0.120 0.006
L11 身近な出来事の報告をするのは特に昼食の場である 0.785 －0.116 0.056
L 8 誰かと共に昼食をとることで相手との仲が深まる 0.707 －0.230 －0.065
L16 昼食は誰かとコミュニケーションをとる場である 0.679 0.028 －0.078
L 9 誰かと共に昼食をとることでストレス解消になる 0.644 0.090 0.242
L14 誰かと共に昼食をとることで気分が安らぐ 0.629 0.253 0.009
L 4 誰かと共に昼食を食べることは楽しい 0.597 0.243 0.114
L12 自分の悩みについて相談をするのは特に昼食の場である 0.576 0.009 －0.302
L13 授業のレポートやテストの情報交換をするのは特に昼食の場である 0.450 0.125 0.229
L15 誰かと共に昼食をとることは大学に来る目的の一つである 0.388 0.295 －0.085
因子Ⅱ：疎外感の拒否（ 4 項目、α＝ 0.68）
L 1 一人で昼食を食べることは寂しい －0.191 １.005 0.012








L18 昼食時に忙しいふりをして、食事の誘いを断ることがよくある 0.036 0.050 0.787
L17 一人で食事がしたいのに仲間の誘いを断れない 0.084 0.049 0.566

































































表 6 　共食機能が孤独感に及ぼす影響についての階層的重回帰分析 （n＝89）
独　　立　　変　　数
従属変数：孤独感
モデル 1 モデル 2
β p値 β p値
性別（ 1＝女性、 0＝男性） －0.07 0.495 －0.14 0.159
学年 －0.02 0.875 －0.03 0.803
居住形態（ 1＝一人暮らし、 0＝同居者あり） －0.26 0.010 －0.22 0.022
部活・サークル（ 1＝所属、 0＝無所属） －0.11 0.329 0.03 0.787
アルバイト（ 1＝あり、 0＝なし） －0.08 0.472 －0.04 0.682
共食機能
　情報交換・安らぎ －0.48 0.000 －0.35 0.002
　疎外感の拒否 0.10 0.403 0.06 0.589
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